


























































































































































































































































































































































































































































































































































FD研究検討委員会 関西地区 FD連絡協議会大学教育研究フォーラム 海外連携
(学内連携拠点) (地域連携拠点) (圏内連携拠点) (国際連携拠点)
J ¥ 
大学…る 円 闘西地ーの 円
全国の大学の
海外センターとのFD活動の連携、部局単位での FD活動の連携・支援 血車串1_ 交流・共同研究
自生的FD活動の支援
FD義務化へ全学レベルの対応 京都大学、同志社大学、 ハー バー ド大学、




















































































































































園田 10時00分 開会式 挨拶(総長)/趣旨(大塚雄作)
10時30分 セッション1 グループ討論1r大学の捜業について」






16時00分 セッション6 ミニ講義2r大学の授業2J (溝上慎一)
16時30分 セッション7 全体討論 「大学で教えるために」
17時30分 セッションB ミニ講義3r大学で教えるためにJ(田中毎実)













































































































































































































































































FDネツルク代表者会議Imi附 [ 大学教育研究フォーラム [ 
2009年度参加組織 2009年度参加者・参加組織数
[ 中国 ] [中部北陸]
計:618名
(190校他)








































































































































































































































練習船 (3/2)、農場 (6/2)、演習林 (4/0)、日本語教育センター(3/0、留学




「相互研修型FD共同利用拠点」である。この拠点は、平成22年 4月 1日から平成 27年 3
月 31 日に至るまでの五年間にわたって、認定された。関西地域の中核拠点としての活動
を期待するとされ、付加的留意事項として、(1 )学内で行っている取り組みについて













































































互研修活動を展開している。 FD研究 WGは、昨年までの「授業評価研究 SGJ r出欠確認
研究 SGJ rWeb公開授業研究 SGJを rFDメディア研究 SGJ U出欠確認研究 SGJの名





















































































組織・各個人の願いを「聞く j ことのできる組織、開き取った内容に即して「働く j
ことのできる組織の組織化をはからなければならない。相互研修型組織の基本的な理
念である。
3)拠点の人的圃財政的基盤の確保
これまでの拠点形成作業は、会費、特定予算によったが、今後はこれに若干の拠点
予算が加わることになる。ただし、 2年後には現在の特定予算配分の期限がくる。会
費については大学規模などによって多少の傾斜を持ち込むことも可能であるかもしれ
ないが、それには一定の限度がある。会費だけで現在の体制が維持できるとはとうて
い思われない。拠点の存在意義にみあう人的財政的基盤の構築をどう展望できるのか。
これが当面の重要な問題である。
4)拠点どうしの連携
それぞれの FDネットワークには、それぞれの個性がある。この個性には、長所と
欠点が含まれているから、ネットワークどうしの相互補完的な連携が求められる。
ネットワークのネットワーキングである。これをどのような形で実現するのか。これ
もまた当面する大きな課題である。
